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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

◇
６
月
16
日
〜
７
月
15
日

16
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）

17
日（
水
）▽
秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
決
算
組
合
会（
市
町
村
会
館
）

23
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
6
月
定
例
会
最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員

協
議
会（
本
庁
舎
）

24
日（
水
）▽
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
コ
ム
コ
ム
）

26
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル（
株
）第
1
0
5
回
取
締
役
会（
同
社
）

▽
北
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会
委
嘱
状
交
付（
コ
ム
コ
ム
）

29
日（
月
）▽
北
秋
田
市
監
査
委
員
山
形
聡
伸
氏
選
任
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
秋
田
内

陸
縦
貫
鉄
道（
株
）第
36
回
定
時
株
主
総
会（
阿
仁
庁
舎
）

30
日（
火
）▽
元
北
秋
田
市
消
防
団
長
藤
田
久
悦
氏
春
の
叙
勲
伝
達（
本
庁
舎
）

1
日（
水
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
斎
藤
美
奈
子
隊
員
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

 

▽
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
総
会（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
）

3
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

9
日（
木
）▽
秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
2
回
理
事
会（
市
町
村
会
館
）

10
日（
金
）▽
令
和
2
年
北
秋
田
市
議
会
第
3
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

14
日（
火
）▽
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
正
副
管
理
者
会
議（
市
町
村
会
館
）

15
日（
水
）▽
道
の
駅「
た
か
の
す
」を
防
災
拠
点
と
す
る
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
締

結
式（
ぶ
っ
さ
ん
館
別
館
）

北
秋
田
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会

「
住
民
が
主
役
の
も
り
の
ま
ち
」の
仕
上
げ
に
向
け
て

　
第
１
回
北
秋
田
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
委
員
会
が
、
6
月
3
日
に

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
委

員
へ
の
委
嘱
状
交
付
や
策
定
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
は
、
市
の
最
上
位
計
画
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
将
来
の

目
指
す
べ
き
姿
を
定
め
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
方
法
や
手
段
な
ど
を
総
合

的
・
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
、
市
の
あ

ら
ゆ
る
施
策
や
計
画
の
基
礎
に
な
る
計

画
で
す
。
計
画
期
間
は
10
年
で
、
市
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す「
基
本
構
想
」と
、

基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
て
の
政
策
や

施
策
を
示
す
「
基
本
計
画
」、
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
を
示
す
「
実

施
計
画
」
の
３
つ
の
階
層
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
平
成
27
年
に
策
定
さ

れ
た
「
第
2
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
」

の
後
期
基
本
計
画
5
年
間
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
長
の
要
請
に
応
じ
て
必
要
な

事
項
を
調
査
お
よ
び
審
議
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
、
こ
の
日
公
募
お
よ
び
推
薦

に
よ
り
選
出
さ
れ
た
19
人
の
委
員
で
組

織
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
委
員
会
で
は
、
津
谷
市

長
が
委
員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
委
員
長
と
副
委
員
長
の
選

出
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
は
秋
田
大
学

客
員
教
授
の
濱
田
純
氏
が
、
副
委
員
長

に
は
委
員
長
の
指
名
に
よ
り
三
浦
栄
一

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
策
定
委
員
会
で
は
今
後
、
素
案
に
つ

い
て
の
協
議
な
ど
を
経
て
、
来
年
3
月

上
旬
頃
に
市
長
へ
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

▲第１回北秋田市総合計画後期基本計画策定委員会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン
が「
み
ど
り
の
日
」

自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
自
然
環
境
功
労
者
に
対
す
る
環
境
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
N
P
O
法
人
・
冒

険
の
鍵
ク
ー
ン
の
村
田
君
子
代
表
が
、

6
月
18
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
は
、

環
境
省
が
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
す

る
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
（
ま
た
は

団
体
）
を
表
彰
し
、
こ
れ
を
讃
え
る
と

と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

国
民
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
11
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
保
全
活
動
部
門
、

い
き
も
の
環
境
づ
く
り
・
み
ど
り
部
門
、

自
然
ふ
れ
あ
い
部
門
、
調
査
・
学
術
研

究
部
門
の
4
部
門
合
わ
せ
て
計
38
件
の

個
人
ま
た
は
団
体
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
法
人
・
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン
は
、

平
成
16
年
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
等
自
然
体

験
活
動
を
通
じ
て
、
環
境
教
育
や
鳥
獣

保
護
の
思
想
普
及
啓
発
に
尽
力
し
て
い

る
ほ
か
、
ブ
ナ
の
植
樹
活
動
の
実
施
や
、

特
定
外
来
生
物
を
駆
除
す
る
な
ど
自
然

回
復
に
貢
献
し
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

自
然
ふ
れ
あ
い
部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
報
告
を
受
け
た
津
谷
市
長
は
「
キ
ャ

ン
プ
や
ブ
ナ
植
樹
な
ど
の
自
然
体
験
活

動
を
通
じ
て
、
青
少
年
に
自
然
の
中
で

生
き
る
た
め
の
知
恵
や
学
習
の
場
を
用

意
し
て
も
ら
い
、
そ
う
い
っ
た
活
動
が

今
回
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
北
秋
田
市

に
と
っ
て
も
誇
り
で
あ
る
し
、
あ
り
が

た
い
と
思
う
」
な
ど
と
受
賞
を
称
え
ま

し
た
。

　
村
田
代
表
は
「
自
分
た
ち
が
活
動
し

て
き
た
こ
と
を
次
の
世
代
に
も
繋
げ
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。▲受賞報告をしたNPO法人・冒険の鍵

　クーン　村田代表

令和２年

令和２年４月29日に発令された、令和２年春の叙勲の市内受章者を紹介します。

※年齢は発令時点

（黒沢・69歳）
－消防功労－

瑞宝単光章
春の叙勲

藤田 久悦さん
ふじた きゅうえつ

　
昭
和
49
年
か
ら
45
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
消
防
業
務
に
使
命
感
を
持
っ
て
従
事

さ
れ
、
地
域
消
防
や
防
災
活
動
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
49
年
4
月
に
旧
鷹
巣
町
消
防
団
に
入
団
し
、

そ
の
後
平
成
10
年
に
班
長
、
17
年
に
部
長
、
20
年

に
分
団
長
、
26
年
に
副
団
長
を
経
て
、
29
年
4
月

か
ら
31
年
3
月
ま
で
団
長
を
務
め
、
各
種
会
合
を

通
じ
て
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り
を
実
践

す
る
と
と
も
に
、
消
防
施
設
の
充
実
と
消
防
力
の

強
化
拡
充
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
火
災
等
災
害
発
生
の
際
は
、
自
ら
の
危
険

も
顧
み
ず
に
防
災
活
動
に
あ
た
り
、
災
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
に
尽
力
し
、
併
せ
て
平
時

に
は
日
常
消
防
防
災
施
設
の
充
実
に
も
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
消
防
団
の
強
化
を
訴

え
続
け
、
防
火
水
槽
や
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
等
の

施
設
の
点
検
整
備
に
も
先
頭
に
立
ち
、
地
域
住
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。


